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施工現場における地下構造物の
AR可視化システムの構築研究

中央大学大学院 修士2年 池田 直旺

Development of an AR Visualization System for Underground Structure in Construction Site

研究背景

本システムを施工現場における埋設物のAR可視化に適用し，安定的な
可視化を確認すると共に上記の問題を解決するための手法の提案を行う

現実世界から得られる知覚情報に何らかの情報を
加えることで現実世界の意味を拡張するという技術

土木・建設分野における施工・管理現場への適用

AR (Augmented Reality)

☆著者らの既往の研究
AR可視化システムの構築とその適用性の検討1)

検証環境 検証の様子 可視化結果

本来地表面に隠れている埋設物を地表面の上に重ねて表示するため，
CG映像の深さ方向の見え方のズレから違和感が生じてしまう

CG 映像が正しい位置に重畳されていても，

現実空間と合っていない・浮いている様に
見える

課題

SLAM技術に基づく空間情報を用いたAR可視化システムを用いる事で，
施工現場における業務効率化を図る

☆研究の目的

三次元空間の認識とそれに伴う自己位置推定を可能とする技術
SLAM (Simultaneous Localization and Mapping)

★本研究2)

SLAM技術に基づくAR可視化システム

・・・Tango

・・・Unity version:5.6.1f1

・・・C#

ARプラットフォーム

統合開発環境

プログラミング言語

・・・Lenovo Phab2 Pro
デバイス

数値計算・モデリング

可視化情報

変換

初期位置合わせ

初回起動

描画

マスク処理

姿勢計算

データ入力

CG座標系

CG映像

重畳位置

マーカー画像

位置合わせ前

マーカー座標系

ワールド座標系

位置合わせ後

自己位置推定と周辺環境の記憶

本システムの適用性の検討
(1) 設計段階におけるCADモデルAR可視化の適用

(2) 施工段階における埋設物AR可視化の適用

本システムを用いる事による安定的な可視化を確認できる．また，実際に
現場に行かずとも埋設物と地上空間との位置関係を把握し，より高度な合
意形成を図ることが可能になる．

★可視化結果

可視化情報

開口部モデルを配置する事でCG映像の見える範囲を制限し，より違和感なく

埋設物モデルを可視化できている事が確認できる．ここから，可視化する
範囲を限定して表示する方がより現実的なAR体験に繋がることが分かる．

★可視化結果

・設計段階における適用例題において，埋設物と併せて都市モデルを可視
化する事でより直感的な理解が図れる事を確認した．

・施工段階における適用例題から，地下構造物・埋設物の様な地表面以下
に存在する物をAR可視化する際には，開口部モデルを用いる事で違和感
なくCG映像を可視化できる事を確認した．

・本システムを用いる事で，施工現場における業務効率化を図る事が可能と
なった．

・地下構造物を可視化する際に現実感をより向上させる手法

・空間情報の利用による空間認識を用いた位置合わせ

結論

今後の課題

変換
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①モデリング（CG空間）

CG映像

ワールド座標系（現実空間）

重畳対象

SLAM技術に基づく空間情報を用いた

対象構造物（4号館）

検証場所

中央大学後楽園キャンパス

マーカー画像

対象構造物（4号館）

(a) 埋設物モデル

(b) 都市モデル

図面

図面内に現実空間との位置関係は記載されているが，
実際に現地を見ないと理解が困難

併せて可視化する事で現実空間
とモデルとの位置関係を直感的
に把握することが可能になる

検証環境


